
ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。心からお
礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽山内昭弘（河之内）▽永井一正（丹原町久妙
寺）▽井上浩二（小松町北川）▽樽見伸裕（小松
町新屋敷）▽武田宏隆（松山市）▽カラオケ喫茶
チャオ友の会▽さわやかミセス▽国際ソロプチミ
ストいしづち▽国興産業㈱▽かれん美容室

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊
藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝甲）▽
押し花指導　佐藤ミヨ（大町）▽フラワーアレン
ジメント　白石啓子（神拝甲）▽清酒・だんじり
訪問　百軒巷自治会▽りんご・だんじり訪問　八
丁自治会▽清酒・だんじり訪問　松之巷自治会

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽物故者回向　丹
原仏教会▽鯛　西条市東予地区青年漁業者連絡協
議会▽作業奉仕　東予高等学校

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽カレンダー作
り・喫茶　コープえひめ福祉グループ▽日本舞
踊・誕生会　いついろ会▽物故者回向　丹原仏教
会▽清掃奉仕　小松婦人会
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な
る
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
ら

し
さ
を
見
失
わ
ず
、
自
分
に
誇
り

を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
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ょ
う
か
。

次の世代に何を伝え、何を残すのか
西条市教育委員会東予分室№73

街路灯が寄贈されました

12月４日～10日は人権週間です12月４日～10日は人権週間です

　四国電力㈱西条営業所からＬＥＤ照明などの街路灯22灯が寄
贈されることになり、10月22日に市へ目録が手渡されました。
　この街路灯寄贈は「よんでん
グループふれあい旬間」事業の
一環として、明るいまちづくり
に貢献するため、平成４年から
毎年行われており、今年度で合
計7 0 2灯寄贈されています。

　法務省と全国人権擁護委員連合会は、12月４日から10日まで
を第62回人権週間として「みんなで築こう人権の世紀　～考え
よう相手の気持ち　育てよう思いやりの心～」をテーマに各種
の行事を実施します。
　人権問題でお困りの方は各種機関にご相談ください。

　　■松山地方法務局西条支局　　℡0897－56－0188
　　■子どもの人権110番　　　　 ℡0120－007－110
　　■女性の人権ホットライン　　℡0570－070－810

　11月11日に、㈱マルハンから
プルトップ収集活動による車椅
子１台が寄贈されました。
　寄贈された車椅子は、本庁舎
本館１階ロビーに配備され、来
庁者の皆様の利便性向上のため
ご利用いただきます。

車椅子が寄贈されました
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